年次有給休暇付与規程例

（年次有給休暇）
第15条　会社は、従業員に対し、次の表のとおり勤続期間（入社日から起算するものとする。）に応じた日数の年次有給休暇を与える。８割以上出勤の要件等は、労働基準法に定めるところによる。
	勤続
期間
	６か月
	１年
６か月
	２年
６か月
	３年
６か月
	４年
６か月
	５年
６か月
	６年
６か月以上

	付与
日数
	10日
	11日
	12日
	14日
	16日
	18日
	20日


[bookmark: _Hlk39474169][bookmark: _Hlk39412964]２　従業員が年次有給休暇を取得するときは、原則として１週間前までに、遅くとも前々日までに所定の手続により、会社に届け出なければならない。業務の都合上やむを得ない場合は、指定された日を他の時季に変更することがある。
[bookmark: _Hlk39412997]３　年次有給休暇の有効期間は、付与日から２年間とする。
４　年次有給休暇の日については、通常の賃金を支払うものとし、その日は通常の出勤をしたものとして取り扱う。
[bookmark: _Hlk39413069]５　第１項の年次有給休暇が10日以上与えられた従業員に対しては、付与日から１年以内に、当該従業員の有する年次有給休暇日数のうち５日について、会社が従業員の意見を聴取し、その意見を尊重した上で、あらかじめ時季を指定して取得させる。ただし、従業員が年次有給休暇を取得した場合においては、当該取得した日数分を５日から控除するものとする。

以上
